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回数が o (N3) で増加するためである。
多層膜人工格子の電子状態計算の際にこのような困難に乗り越えるべく、 Screened-KKR 法が、ユーリッヒ研究所
(ドイツ)のグ、ループにより初めて開発された。この手法は、多層膜人工格子の電子状態計算に非常に適している。































によって、解くべき方程式はバンド対角的となり、その解を求めるための計算量は N の 1 煮に比例する、いわゆる O
(N) のアルゴリズムとなる。渡辺君はこのような手法を計算機フ。ログラムとしてコードし、世界で始めて強磁性 Ni
の千層からなる系の電子状態を完全にセルフ・コンシステントに計算することに成功した。さらに両側を Fe はさま
れた Cr 膜の SDW 状態を層数を 1 '"'-'100 層程度まで変化させた計算を行い、層数と SDW状態のノードとの関係を計
算によって明らかにした。
よって、本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
A品Z円。
